
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊野七絵、羽太 園（国際交流基金関西国際センター） 

１．体験交流活動を中心とした言語と文化の学習要素        ２．地域のリソースを活用した体験交流活動 

言語と文化を統合した学習環境のデザイン 

－地域のリソースを活用した体験交流活動型学習の提案－

文化・社会 

③タウンページを作ろう     

④交流会            

⑤ホームステイ         

 

⑥フィールドトリップ 

⑦インタビュー       

⑧小学校訪問      

⑨高校訪問        

②ご近所オリエンテーリング  ⑪発表会 

①地域オリエンテーリング   ⑩工場見学  

地理、歴史、教育、家庭、 

伝統文化・・・ 

日本語バリエーション 

方言、若者ことば、 

役割語・・・ 

会話、インタビュー、発表、

ディスカッション・・・ 

行動ストラテジー 

ジェスチャー、態度、コミュニ

ケーションストラテジー・・・ 

文化理解 言語運用 体験交流活動 

日本語運用 

 

 

 
３．言語と文化の学習環境デザイン（例：学校訪問） 

 

 
教室で準備する           外で体験・交流する         教室でまとめる 

必要な日本語表現と行

動のストラテジーを身に

つける 

現実場面でタスクを遂

行するために日本語を

使う 

見聞きし、体験したこと

を日本語で表現してま

とめる 

言語 
 

 

 

例）自国の○×クイズ                  交流会                     高校、高校生の印象 

Show＆Tell                                         自国のイメージ 

高校生へのインタビュー                                 インタビュー結果報告  

                                       

文化 
 

 

 

    

必要な文化・社会、日本

語バリエーションについ

ての基礎知識を得て、問

題意識を持つ 

日本や日本人を自分

の目で観察・体感し、

新たな発見をする 

体験の振り返りや意見

交換を通じて、多様な

側面から新たなイメー

ジを再構築する 

 

例）日本の高校生              校内・授業・部活見学          情報・意見交換  

若者ことば                高校生との昼食、交流会          高校訪問レポート作成 

コクる ←告白する

パニクる ←パニックに

なる

こくはく

 

                                          

 

自己目標の設定              活動記録                自己評価 

  

    

 

                           

 

 

自己認識と活動への 

主体的視点の設定 

自己変容のプロセス

の観察と内省の記録 

自己変容の確認と 

調整能力の獲得 

４．体験交流を通じた言語と文化の気づきと学び 

 

 

日本語観       コミュニケーション観        日本観・日本人観       自国観 

 

 

 

 

「女性のイントネーションが大好き」 

「こどもの日本語は速い！」 

「大阪弁はおもしろい」 

「日本には、“申し訳ありません”が  

あふれてる！」 

「シャイじゃない日本人」 

「日本語学習者に優しい日本人」 「日本は高いと思ってたけど…」 

「学校は、協力と責任を学ぶところ」 

「世界を知っている？ 知らない？」 

初めて考えた」 

「私の国の教師はつらい」 

「うちの学校は紙くずがいっぱい」 

「自国のおもしろい特徴について、 

 

日本語学習について                        文化理解について 

 

「情報をまとめるのはむずかしい」    「２度めは、１度目よりうまくいく」 

「自分のクセがわかった」         「チョコレートの包み紙からでも勉強できる」 

「若者はかっこいいと思ってたけど…」  「オタクにも賛否両論」 

「意見が違うのは楽しい」          「世代によって意見は違う」      


